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インターネットからは「神奈川公社」で検索！

　横浜市緑区にある東本郷団地では、むつみ自
治会が始めたDIY（※）活動が広がりを見せ、
安心・安全のまちづくりに寄与する取り組みへ
と発展しているよ。詳しくは、中面を見てね〜!!
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※DIY とは…「Do it yourself（自身で作ろう）」の
略語で、自らの手で生活空間をより快適に改良しよ
うとする概念のこと。

夏祭りも地域に浸透
毎年恒例の夏祭りも
盛大に開催されました !!（H25.7.19 開催）

木製網戸を手づくりしている様子
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ブリヤン＆プティの

団 地 探 訪

高齢者宅でガラス飛散防止フィルム
貼りをお手伝い

むつみ自治会役員の方々㊧。手前の女性達が手にしているの
は木製網戸の完成品。男性が手にしているのは、木片と金具
を用いたオリジナル家具転倒防止器具。㊨が設置例



『リタイア層の支援活動への参加』

『高齢者宅の支援に発展』

県公社のたより　第 13 号 2013 年 10 月 1 日発行

住宅内の修繕（模様替え申請を含む）、共用部分の修繕・清掃・保守点検等のお問い合わせは…

若葉台団地にお住まいの方

（一財）若葉台まちづくりセンター　☎  045-921-3361
FAX 045-921-3365

水曜・祝日を除く 8:30 〜 17:30。それ以外の緊急時は防災センター
が対応します。（☎はまちづくりセンターと同じ）

若葉台以外
の団地にお
住まいの方

 ( 一般社 ) かながわ土地建物保全協会の各サービスセンター

川　崎 ☎ 044-511-2500 ／ FAX 044-522-9405 湘　南 ☎ 045-803-6352 ／ FAX 045-804-3495
横浜北 ☎ 045-933-0593 ／ FAX 045-932-4865 県　央 ☎ 046-251-2901 ／ FAX 046-255-6819
横浜南 ☎ 045-778-4425 ／ FAX 045-778-4428 西　湘 ☎ 0463-71-1839 ／ FAX 0463-73-0428

夜間、土・日曜、祝日は、緊急連絡センター☎ 045(212)1889 へ

兄：ブリヤン・レーヴ

弟：プティ・レーヴ

《東本郷団地の基礎データ》
●所在地／横浜市緑区東本郷 6-3

●棟数・規模／ 8棟・4、5階建て　280 戸

●管理開始／昭和 42 〜 44 年度

団地探訪
ブリヤン＆プティの

東本郷団地におけるむつみ自治会の取り組みが、どのように広がっていったのかをまとめてみました。

　平成 25 年住宅・土地統計調査
　10 月 1 日、全国で平成 25 年住宅・土地統計調査が行われま
す。この調査は、わたしたちの住生活に関する最も基本的で重
要な統計調査です。神奈川県では、全約 393 万世帯のうち、約
21 万世帯が対象となります。対象世帯には、知事が任命した
調査員がお宅へうかがいますので、御記入をお願いします。な
お、調査内容を統計の作成以外の目的に使用することは、法律
で固く禁じられていますので、安心して御記入ください。また、
インターネットにより回答することもできます。

【問い合わせ先】
神奈川県統計センター人口・労働統計課
☎ 045（210）1111 内線 3228 〜 3230

ご　案　内

◆孤立死等対策について

　最近、社会問題となっている孤立死等について、当公社
も今後居住者の皆様とともに対策を講じていきたいと考え
ており、現在、居住者代表の方々とともに検討を進めてお
ります。

Ⅰ．身の回りの注意点
　実際に孤立死等の問題が発生した住戸に関しては、お近
くに住んでいらっしゃる方々がその徴候に気が付いて発覚
することがあります。居住者の皆様の気づきで問題が未然
に防げる場合もありますので、下に示したような徴候のあ
る住戸にお気づきの場合は、お住まいの団地を担当してい
る管理会社までご連絡頂きますようお願いします。

《気になる徴候》
・最近姿をみかけない
・新聞 ､ 郵便物が溜まっている
・洗濯物が干し放し
・何日（夜間）も照明が点灯
・TV 等がついたまま
・その他異変の徴候など

　一方で、居住者の皆様が、旅行又は入院などの理由で、
住宅を長期に不在とされますと、孤立死等ではないかと
いった情報が近隣の方より寄せられる場合があります。
　長期不在 ( １ヶ月間以上 ) となる場合には、公社に「 長
期不在届 」をお出しいただく必要がございますので、お
手数ですが、お手続き頂きますようお願いします。

Ⅱ . 安心 ･ 安全対策の紹介
　身近な孤立死等予防の対策としては、普段から居住者同
士の何気ないご挨拶や、自治会活動へ参加しコミュニケー
ションを図ること、離れて暮らすご親族などとの定期的な
連絡を行うことなども、有効な手段の一つとなりますの
で、参考にしていただければと思います。

《お問い合わせ先》
不動産賃貸事業部　運営管理課   ☎ 045（651）1864

2010年 2011年 2012年 2013年

　こうした講習会が繰り広げられる一
方、高齢の居住者から、「自分だけでは
作業ができないので手伝ってほしい」と
いう要望が出たことから、支援の取り組
みもスタート。高齢者宅の環境改善に
なっただけではなく、居室で作業を行う
ことで生活状況や健康状態の把握にもつ
ながり、日常の見守りや災害時の避難を
検討する上でも役立ったとのことです。

　高齢者宅の支援には、リタイア（定年後）
層の居住者による協力がありました。講習会
でノウハウを得たことを機に、ボランティア
として活動に参加するようになったとのこと
です。活動を通して、高齢者から感謝される
ことにやりがいを感じ、現役時代にはあまり
関わりがなかった各種の自治会活動にも積極
的に参加する人が増えたと言います。

今春、東本郷団地に引っ越してきた 20 代の方
が、住んでみた感想を寄せてくださいました。

　「この団地に住もうと決めたのは、通勤や買い物に便が良い
と思ったためです。最寄りの JR 横浜線・鴨居駅からは徒歩 14
分ほどの距離ですが、ずっと平坦な道のりで歩きやすいのがい
いですね。写真はわが家の窓からの眺めで、横浜線の北側は鶴
見川の土手や畑地などののどかな風景が広がり、仕事帰りにと
きどき遠回りして散歩するのが楽しみになっています。
　こちらに越してきて間もなく、自治会役員の方からお誘いを
受け、7 月に開催された夏祭りで交通整理や片付けを手伝いま
した。たくさんの居住者の方と顔見知りになることができたの
で、参加してよかったです。」

自治会役員の方に

　お話を

　　聞いてみました

東本郷団地むつみ自治会長
下山　喜久江さん

　笑顔の絶えない明るい性格で、自治会役
員を務めて 23 年（会長は 8 年目）。この
取り組みでは、自らもハウスメンテマス
ターの資格を取得し、地域貢献のためかけ
ずり回っています。
　「団地自治会として講習会をやってよ
かったと思うのは、教わってできるように
なった人が、他の居住者に教えたり、手
伝ったりすることで、昔の長屋住まいのよ
うに気兼ねなく助け合える雰囲気が広まっ
たことです」とにっこり。

むつみ自治会老人クラブ会長
相田　明治さん

　団地仕様の木製網戸やリーズナブルな家具転倒防止
器具を開発するなど、柔軟な思考を有するアイデアマ
ンで、日本ハウスメンテナンス協会では監事および家
具転倒防止部副会長に従事。「天井とタンスの間に丈
夫な段ボール箱等を隙間なく敷き詰めただけでも転倒
防止の効果が得られるということを知ってほしい」と
アドバイスしてくれました。
　また、「DIY による地域貢献は性別に関係なく参加
しやすい取り組みであることに加え、団地での講習会
は引っ越してきたばかりの世帯に来てもらって仲良く
なる上でも有効な企画であると実感しています」とも。

『自治会主催の講習会がスタート』
　住まいの簡易なメンテナンスを自分でできるようにしようと、
網戸の張り替えの講習会を開いたのが事の始まり。トイレや風呂
の小窓にぴったり収まる木製網戸の作り方も学べることから講習
会は人気を集めました。
　技術指導は、一般社団法人日本ハウスメンテナンス協会（住環
境の向上に寄与する人材育成等を目的として設立）が認定する
「ハウスメンテマスター」が担当。同協会の活動に、むつみ自治
会老人クラブ会長である相田さんが深く関わっていたことから講
習会は実現しました。講習会の受講を機に、資格検定に対する関
心も高まり、現在自治会では 4 人が合格、ハウスメンテマスター
として活動しています。
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　『震災を機に防災対策の取り組みへ』
　３月の震災を踏まえ、家庭でできる防災対策の紹介として、
2011 年 9 月に「家具転倒防止、食器棚のガラス飛散防止セミ
ナー」を開催しました。神奈川新聞で紹介されたことにより大
きな話題になり、近隣の自治会や分譲マンション管理組合から
依頼を受け、出張講座も行われるようになりました。

神奈川県からのお知らせです

ガラス飛散防止フィルム貼りの様子

▲

ジャストワン

一つの取り組みが
きっかけでコミュニティ
（人と人とのつながり）
が団地から地域へ広がっ
ていったんだね！

『団地の枠を越え、地域貢献へ』
　今年度の新たな取り組みとして、日本ハウスメンテナンス
協会が実施する「一人暮らしの高齢者宅を対象とした無償の
家具転倒防止対策事業」にむつみ自治会メンバーが参加する
ことになりました。これは、むつみ自治会にハウスメンテマ
スターが一定数おり、すでに高齢者宅支援の実績があったこ
とから、横浜市緑区が事業のモデル地区になったためです。
むつみ自治会では、団地居住者で資格を持っている人にも声
をかけ、地域の安心・安全のため熱意を注いでいます。

こんな風にコミュニティが広がっていったのは
自治会という活動の場があったからだよね！



　公社が昭和 40 年代に供給した郊外型団地の多くでは、
建物の経年劣化や高齢化の進行が著しく、団地の活性化を
図ることが課題になっています。こうした背景の中、相模
原市南区にある相武台団地において、以下の取り組みを総
合的に行う「団地活性化事業」に着手いたしました。

「団地活性化事業」
　３つの取り組み

【企画・編集】

神奈川県住宅供給公社
　　　不動産賃貸事業部　管理企画課
　　　　　　「県公社のたより」担当

〒 231-8510　横浜市中区日本大通 33 番地
☎ 045(651)1745　FAX 045(671)0905
営業時間　平日　8：30 〜 17：30

《E-mail》 tayori@kanagawa-jk.or.jp

県公社のたより
　第 13 号　2013 年 10 月１日発行

【広告主さま募集中！】
県公社のたより（発行部数１4,０００部、年２回発行）に広告を掲載しませんか？
ご興味がおありの方は、「県公社のたより」担当（☎０４５- ６５１- １７４５）
へお気軽にお問い合わせください。

広告

コカ・コーラ セントラル ジャパン株式会社
〒 220-8141  横浜市西区みなとみらいランドマークタワー 41 階

TEL：045-222-5850（代表）

　「県公社のたより」では、皆様からの写真やお便りの投稿を募集しています。
また、本紙の内容・構成に関わるご感想やご意見も、お気軽にお寄せください。
○ 写真投稿「わが団地のワンショット」＝憩いや潤いある団地生活を題材にした作品

にコメント（写真説明）を添えてお寄せください。応募写真は、①プリントなら L
サイズ以上、②デジタルデータなら JPEG 形式で 500KB 〜 2MB 程度のファイルサ
イズでお願いします。

○「お便り」・「お客様の声」＝日常生活に関わる〝ちょっといい話〟や、当公社へ
のご意見・ご質問を手紙・メール・FAX にてお寄せください。

○ いずれの投稿も団地名、住戸番号、氏名、電話番号を必ずご記入の上、「県公社の
たより」担当までお送りください。（掲載に際して匿名をご希望であればその旨
お申し出ください。）

投稿募集。ご感想もお聞かせください！
次回・第 14 号は
　 2014 年 4 月発行予定です

担 当 者 よ り  　今回、ご協力いただいた東本郷団地むつみ自治会の皆様には大変お世話になりました。この場を
借りて御礼申し上げます。今後も読者の皆様に楽しんでいただける紙面を目指し、努力し
てまいりますので「県公社のたより」をよろしくお願いいたします。

Topics ～「人・住まい・まち」を融合した新しいプロジェクト～

「団地活性化事業」が始動
「コンチェラート相武台」が平成 25 年 12 月オープン

　団地活性化事業の取組みの１つとして、同団地内に「高
齢者・子育て支援複合施設」をオープンいたします。
　

この複合施設には、

　以上の施設・機能を併設し、ご高齢の方に安心してお住
まいいただける住宅の提供とともに、多世代が交流する新
しいコミュニティを創造してまいります。
　今後、「住み替え支援」「団地コミュニティの活性化」
も推進していく予定です。また、本事業は神奈川県のモデ
ル事業としても位置づけられており、効果や課題を検証
し、他団地への展開も検討していきます。

　　　　
サービス付き高齢者向け住宅

「コンチェラート相武台」に関する
お問い合わせ・資料のご請求

団地再生事業部　団地再生課
☎ 0120-600-982（平日 9：00 ～ 17：00）

取り組み1

取り組み2 取り組み3

高齢者・子育て支援
複合施設整備

住み替え支援 協働による団地
コミュニティの活性化

●サービス付き高齢者向け住宅「コンチェラート相武台」

● ｢ 介護 ｣｢ 看護 ｣｢ 医療 ｣ の 3 つのサービス機能

●子育て支援施設、地域交流スペース


